
NOVAC 
USB2.0/1.1 インタフェース 2.5”HDD ケース 
2.5” IDE はい～る KIT Book mini Ⅱ USB 
セットアップガイド 
（NV-HD284UB） 

 ご使用になる前に 
ご使用になる前に、本紙をよくお読みの上、正しくお使いください。 

セットアップガイドの注意事項 

本セットアップガイドでの注意事項 

1. 本紙の内容につきましては予告なしに変更する場合があります。 
2. 本紙の内容につきましては万全を期して作成いたしますが、万一誤り

またはお気づきの点がございましたら、弊社宛ご連絡くださいますよ

うお願いいたします。 
3. ソフトウェアおよび本紙を運用した結果については、上記にかかわら

ず一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

※ MS-DOS、Windows は米国 Microsoft 社の商標または登録商標で

す。 
※ その他、本紙に記載されている会社名･製品名は各社の商標または

登録商標です。 
※ 本紙は「著作権法」によって、著作権等の権利が保護されています。 
※ 本紙の一部または全部について、株式会社ノバックから文書による許

諾を得ずに無断で転載または複写（コピー）することは、著作権等の

権利侵害となる場合がありますのでご注意ください。 

安全に正しくお使いになるために 

本製品を安全に使っていただき、あなたや他の人々、あるいは財産への損

害を未然に防止するため、以下の注意事項をお読みください。下記注意事

項を本書に従って、正しく安全に使用してください。 

                 ------ 警告・注意 ------ 

けがの恐れがあります。 

• 落下、不用意な接触などに十分注意してください。製品には尖った部分

があります。 
足など体の部分の上に落下させ、あるいは不用意にぶつけるなどする

と、けがの原因となります。不安定な場所には置かないでください。特に

乳幼児・児童の近くでご使用になる場合は、厳密に管理してください。 

• コネクタなどの接続や、フロッピーディスクなどの装着などには十分注意

してください。 
ドライブ本体とインタフェースカードの接続部、コネクタやフロッピーディ

スクの開閉部などには鋭利な金属部分があります。装着時の不用意な

けがなどには十分注意してください。 

• ケーブルの巻き付けなどにご注意ください。乳幼児・愛玩動物の首など

にケーブル類が巻き付くと、死亡など重大事故の恐れがあります。厳密

に管理してください。 

火災の恐れがあります。 

• 直射日光のあたる場所、強磁界、強電界の場所で保管やご使用になら

ないでください。 
火災の恐れがあります。 

• インタフェースカードがパソコンに装着され通電された状態で長時間、本

機から離れないでください。長時間離れる場合には処理を終了してイン

タフェースカードを抜いてください。 

感電・けが・失明の恐れがあります。 

• 落下などにより損傷した場合、また、移動などに際しケーブルの傷がつ

いた場合などは、すみやかに使用を中止してください。また、破損部分

や内部には手など触れないようにしてください。 

• 分解しないでください。内部に不用意に触れると、けが、感電などの恐れ

があります。 

• 湿気やほこりの多い所水中などで使用しないでください。感電などの恐

れがあります。 

幼児が飲み込む恐れがあります。 

• 添付部品などには、乳幼児の口に入る小さな部分があります。乳幼児の

手の届かない所に保管してください。 

発熱による不具合 

• 本製品につきましては、筐体によって十分なハードディスクの熱を放熱し

ておりますが、ケース周辺を物で覆ったり、高温の室内環境でのご利用

の場合放熱効果が落ちる場合があります。 
また、高速回転型のハードディスクによっては、非常に発熱性の高いも

のがあり、予想以上の高熱になる場合がございますのでご注意を頂き、

その場合は、ハードディスクのご利用を停止して頂きます様お願いいた

します。 

免責事項について 

※ 地震、雷、当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、

お客様の過失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損

害に関して、当社は一切責任を負いません。 

※ 本製品および本製品に付属のソフトウェアの使用または使用不能か

ら生じた損害、逸失利益、および第三者からのいかなる請求について、

当社は一切責任を負いません。 

※ 本製品に付属のセットアップガイドの記載内容を守らないことにより生

じた損害については、当社は一切責任を負いません。 

※ ハードディスクに記録された内容は故障や障害の原因にかかわらず

保証いたしかねますので、あらかじめご了承ください。 大切なデータ

等は、必ずお客様の責任の下、普段からこまめにバックアップされる

ようお願いいたします。 

同梱物の確認 

本製品には、以下のものが含まれています。 
最初にパッケージの中にすべてのものが含まれているかどうかをご確認く

ださい。 

1. 2.5” HDD はい～る Kit Book mini Ⅱ USB 本体 
2. USB ケーブル（補助電源コネクタ付） 
3. ハードディスク取り付けネジ ( はい～る Kit 本体内に同梱 ) 
4. ソフトケース 
5. ミニドライバ 
6. 保証書 
7. セットアップガイド（本紙） 

万一、不足品がありましたら、弊社サポートセンターまでお問い合わせくだ

さい。 
なお、箱や梱包材は大切に保管し、修理などの輸送の際にご利用くださ

い。 

 各部の名称と機能 

「2.5” IDE はい～る Kit Book mini ⅡUSB 本体 

 

① Power LED： 付属の USB ケーブルを使用し、パソコンと接続す

   ると点灯します。 

② BUSY LED： ハードディスクにアクセス中は、点滅します。 

③ 電源コネクタ： 電源アダプタ (オプション販売品) を使用する場合

   に使用します。 

④ USB コネクタ： 付属の USB ケーブルを使って、パソコンと接続し

   ます。 

 システムの必要条件 

ご使用いただくためのパソコンの動作環境 

対応パソコン 
USB1.1 または、USB2.0 インタフェースを持つパ

ソコン 

対応OS 
Windows 2000Pro / XP / Vista 
OSX（10.2.8 もしくは 10.3.x 、10.4x 推奨） 

コネクタ形状 USB mini B コネクタ 

実装できるハード

ディスク 

LBA 対応の 2.5 インチ IDE ハードディスクで以下

の条件を満たすもの。 
厚さ 9.5ｍｍ以下のものかつ、電源電圧 5V で動

作するもの。 

 組み立て 

ハードディスクの取り付け 

本製品に、ハードディスクドライブを取り付けます。 

● 2.5” ハードディスクの組み付け 

1. 本体裏面のネジ（2 箇所）を

外します。 
 

2. ネジを外すことで、カバーを

外すことができます。 

 

3. 右図のように IDE コネクタに

ハードディスクを接続してくだ

さい。 

 

4. ハードディスクを裏側からネ

ジで固定します。 

5. カバーを取り付け、ネジで固

定し、組み付けは完了です。 

 パソコンに接続する 

接続する 

● パソコンとの接続方法 

➀ パソコンの起動 
パソコンの電源を ON にして、パソコンを起動してください。 

➁ パソコンとの接続 

Windows が起動してから付属のUSB ケーブルを使って、本製品とパソコ

ンを接続します。 

Windows 2000 / XP Vista が起動している状態で、付属の USB ケーブル

の補助電源用 USB コネクタ付き側 2 本をパソコンに接続をし、反対側の

USB コネクタを本製品に本体に接続してください。 

接続後、ウィザードが起動し、ドライバが自動的にインストールされます。 

Mac OS の場合  
ディスクが初期化されていれば、自動的にマウントされます。 

ポイント  

取り付けたハードディスクが新品の場合は 必ず “初期化” が必要となり

ます。 
詳しくは、下記 WEB にてご案内しておりますので、参照の上 “初期化” 

を行ってください。 

 Windows2000Pro または XP をご利用の場合 
URL: http://www.driver.novac.co.jp/driver/faq/format.html 

 Windows Vista をご利用の場合 
URL: http://www.driver.novac.co.jp/driver/faq/format_vista.html 

接続を確認するには 

「マイコンピュータ」を開き、ドライブ表示が追加されていることを確認します。

「セットアップ」が終了すると、ドライブ表示が次のように追加表示されま

す。 

(Windows Vista)    （Windows XP）  

  （その他Windows） 

※万が一、まだお使いいただけない状態の場合は、もう一度今までの手順

を再度確認してみてください。 
あわせて 後記の FAQ もご参照ください。 
それでも問題が解決しない場合は、ノバックサポートセンターへお問い合

わせください。 



 取り外す 

パソコンから取り外す 

USB ケーブルをパソコンから取り外す前に、ハードディスクドライブ内のデ

ータの読み出し、書き込み作業をすべて終了してください。 

• Windows Vista の場合 

1. タスクトレイの「ハードウェア取り外し」アイコン  をクリックしま

す。 
2. 「USB 大容量記憶装置デバイス（D：）を安全に取り外します」をクリッ

クします。 
※（D：）の部分は、ドライブの接続先によって表示が異なります。 

3. 「ハードウェアの取り外し」が表示されたら、USB ケーブルを取り外し

ます。 

• Windows XP の場合 

1. タスクトレイの「ハードウェア取り外し」アイコン をクリックします。 
2. 「USB 大容量記憶装置デバイス（D：）を安全に取り外します」をクリッ

クします。  
※（D：）の部分は、ドライブの接続先によって表示が異なります。 

3. 「ハードウェアの取り外し」が表示されたら、USB ケーブルを取り外し

ます。 

• Windows 2000 の場合 

1. タスクトレイの「ハードウェア取り外し」アイコン  をクリックします。 
2. 「USB 大容量記憶装置デバイス（D：）を停止します」をクリックします。  

※（D：）の部分は、ドライブの接続先によって表示が異なります。 
3. 「ハードウェアの取り外し」が表示されたら、USB ケーブルを取り外し

ます。 

• Mac OS の場合  

本製品を USB インタフェースで Mac に接続すると、ハードディスクが初期

化されていれば、自動的にデスクトップにマウントされます。取り外す場合

は、ドライブのアイコンをゴミ箱に捨てるか、「取外し」をメニューから選択し

てください。デスクトップ上からアイコンがなくなれば（アンマウントされれ

ば）取外し可能です。 

 アフターサービスとサポート 

製品保証とアフターサービスについて 

 製品保証 

• この製品には保証書が添付されています。 
所定事項の記入および記載内容をお確かめの上、大切に保存してくださ

い。お買い上げ店とご購入日の記入がない場合は、お買い上げ票（レシ

ート）を必ず一緒に保存してください。 
• 製品の保証期間は、製品の使用の有無にかかわらず、お買い上げ日よ

り 1 年間です。 
• 相性保証期間は購入日より 2 週間以内です。（詳しくは下記 WEB を参

照） 

URL； http://www.novac.co.jp/support/index.html 

 アフターサービス 

• 調子が悪いときはまずチェックを 

調子が悪いときはまずこの説明書をもう一度ご覧になって調べてください。

それでも具合の悪い場合は、ノバックサポートセンターまでお問い合わせく

ださい。 

• 修理をお申込の場合は 

保証期間中は、無償にて修理いたします。ただし、保証書に記載している

「保証規定」に該当する場合や、中古品、オークション購入品につきまして

は、有償修理となります。 
詳しくは保証書をご覧ください。 
保証期間が終了した場合は、有償にて修理いたします。 

※ 弊社が販売を終了してから一定期間が過ぎた製品は、修理ができなく

なる場合があります。 

 修理品の依頼について 

本製品の修理をご依頼される場合は、以下を用意ください。 

• 本製品の保証書  

※ ただし、保証期間を終了した場合は必要ありません。 
※ 保証期間内であっても保証書、購入時の領収書、レシート等の添付が

無い場合は 有償修理扱いとなります。 

• 下記内容を記載したメモ 

※ 返送先（住所/氏名/電話番号） 
※ ご連絡先メールアドレス 
※ ご使用環境（パソコンの機器構成、OS）、故障状況（どうなったのか） 

• 修理品を梱包してください 

※ 上記でご用意いただいた物と一緒に梱包してください。 
※ 輸送時の破損を防ぐため、ご購入時の箱、梱包材等で梱包してくださ

い。 

• 修理の依頼について 

修理のご依頼の際は、購入店へお持ち込みください。 
また、修理を直接弊社にお送りいただく場合は、下記送付先までお送りく

ださいます様お願いいたします。 

※ 原則として、送付いただく際の発送時の費用は初期不良（購入後1ヶ月

以内）を除き、お客様ご負担、修理後の返送費用は弊社負担とさせて

いただきます。 
※ 送付の際は、紛失を避けるため、宅配便か、書留郵便小包でお送りく

ださい。 

【送付先】 
〒113-0033 東京都文京区本郷3-38-1 本郷イシワタビル 5F 
株式会社 ノバック ユーザーサポート 宛 
☎ 03-3817-8711 

ユーザーサポート（お問い合わせ窓口）について 

■ ユーザー登録 

ユーザー登録をお願いいたします。 
ご登録いただかないとアフターサービスを受けられない場合があります

のでご登録手続きを必ずお願いいたします。 
http://www.novac.co.jp/signup/index.html 

本製品およびセットアップガイドに対するお問い合わせは、下記へお願い

いたします。 

住所 ： 〒113-0033 東京都文京区本郷3-38-1 
本郷イシワタビル 5F 

株式会社ノバック サポートセンター 
e-mail: users@novac.co.jp 
受付時間 ： 月曜～金曜（祝祭日、および弊社休業日は除く） 
AM10:00～PM12:00 PM1:00～PM5:00 

• お問い合わせの前に、まずこのセットアップガイドの「故障かな？困った

とき FAQ」をもう一度ご覧になってください。また弊社のホームページに

アクセスしていただくと、製品の最新情報や FAQ などを掲載しておりま

すので、ご参照ください。 

http://www.novac.co.jp/support/index.html 

• お問い合わせの際には、お使いになっているパソコンの機種名/環境、

不具合状況などを詳しくお教えください。 
• 電話がかかりにくい場合は、e-mail でお問い合わせください。 
• e-mail でのお問い合わせは、翌営業日以降の回答とさせて頂きます。 
• e-mail や電話で重複してお問い合わせの場合は、その旨お知らせいた

だけると助かります。 

故障かな？ 困った時の FAQ 

ここでは、本製品に関する良くある質問をまとめました。 

質問 1 新しいハードウェアの追加ウィザードが起動しません。あるいは、

マイコンピュータを開いても、本製品のアイコンが表示されない。 

回答 1 下記のことをご確認ください。 

1. 本製品の電源LED が点灯していますか？ 
2. USB ケーブルを抜いてから、再度 USB ケーブルをパソコンに接続し

てみてください。 
3. USB ケーブルをしっかり奥まで差し込んでいるか確認してください。 
4. USB のドライバは正常

にインストールされてい

ますか？ 
 
確認の方法は、 
① [スタート] -> [設定(S)] -> 

[コントロール パネル

(C)] をクリックします。 
② [システム] アイコンをダ

ブルクリックします。 
③ [デバイス マネージャ] 

タ ブ を ク リ ックし ま す

（Windows 2000 の場合は、[ハードウェア]タブをクリックし、[デバイス 
マネージャ]ボタンをクリックします）。 

④ [ユニバーサル シリアル バス コントローラ]をクリックします。右のよう

に[ユニバーサル シリアル バスコントローラ]の中に入っているドライ

バの頭に”!”マークや“？”マークがなければ正常にインストールされて

います。 

質問 2 使用できるハードディスクは、LBA 対応のハードディスクとありま

すが、どんなハードディスクですか？ 

回答 2  本製品で使えるハードディスクは、LBA 対応の IDE インタフェー

スの 2.5”ハードディスクです。 
1. LBA 対応のハードディスクは、下記のようにして判別できます。 
2. 「E-IDE」対応として販売されているハードディスク 
3. ハードディスクのシリンダー（Cylinder）数が、1024 以上の場合は、

LBA 対応です。シリンダー数は、ハードディスクの表面に記載されてい

ます（“Cyl”と略して記載されている場合もあります）。 
4. 540M 以上のハードディスクの多くは LBA 対応です。但し 100%とは

言い切れませんので、事前のご確認をお願いいたします。 

質問 3 取り付けたハードディスクから カチャカチャ、や カッコンカッコン

などの変な音がするのですが・・・？ 

回答3 ご利用のハードディスクが壊れている可能性があります。 
ハードディスクのチェックを行ってください。 
 

質問 4 扱えるファイル容量などに制限はありますか？ 

回答 4  本製品は外付けですが、内蔵のハードディスクと同じようにパー

ティションの設定や初期化が可能です。 
従って、その制限も内蔵のハードディスクと同じで OS の制限に依存され

ます。 
ファイルシステム OS 

NTFS FAT32 HFS 
Windows 
98SE/ME × ○※1 × 

Windows 
2000Pro ○ ○※2 × 

Windows XP ○ ○※2 × 
Windows Vista ○ ○※2 × 

Mac OS × ○※3 ○ 

※1. 137GB を超える容量は、OS の制限により利用できません。 
※2. 最大パーティション容量は、Windows 2000 / XP / Vista 上でフォーマ

ットする場合、OS の制限により 32GB までしか確保できません。 
※3. Windows OS と共用して利用する場合は、Windows 側で FAT32 形

式、32GB 以内でフォーマットしたものに限る。 

質問 5 Windows 環境から Macintosh 環境へ・Macintosh 環境から

Windows 環境へ移動したとき、ディスクドライブとして認識できません。 

回答 5 Mac OS と Windows の両方でドライブを認識させるためには、

FAT32 形式でフォーマットしておく必要があります。 (Mac OS フォーマット

や NTFS フォーマットでは、Windows/Mac OS での共用はできません。) 
ハードディスクドライブを、Windows側で FAT32形式に初期化してお使い

ください。 

質問 6 Administrator（管理者）権限以外の User でログインすると、「取

り出し」が実行できません。 

回答 6 Windows2000/XP のセキュリティ上の設定で「取り出し」が出来な

い設定になっている為、以下の手順により設定を変更する必要がありま

す。 

1. 一旦Administrator でログインします。  
2. [コントロールパネル]→[管理ツール]→[ローカルセキュリティポリシー]

→[ローカルポリシー]→[セキュリティオプション]の順に開いていきま

す。 
3. [ファイル名を指定して実行]にて[secpol.msc]を実行することにより設定

画面を出すことも出来ます。  
4. [リムーバブル NTFS メディアを取り出すのを許可する]の項目を

[Administrator]から[Administrator and Interactive Users]に変更します。 
FATファイルシステム、NTFSファイルシステム両方で発生しますので、

上記の設定が必要です。 
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発行元： 株式会社ノバック 
〒113-0033 東京都文京区本郷3-38-1 

本郷イシワタビル 
HD284UB071210JO 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


